
「鰤王」を味わおう
　２月 20 日、伊唐小学校では、長島の特産品の一つ「鰤王」
を味わってもらおうと「鰤王料理教室」を開催。児童らは
慣れない手つきながらもブリさばきに挑戦していました。

（関連記事＝ P15）



↑山頂からの絶景を楽しむ

県
下
一
周
駅
伝
で
郷
土
選
手
が
活
躍
第
65
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　

鹿
児
島
県
最
北
端
の
島
「
獅
子

島
」
で
２
月
４
日
、
獅
子
島
ア
イ

ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
を
発
着
点
と
し

て
、
七
郎
山
（
標
高
３
９
３
㍍
）
山

頂
で
折
り
返
す
「
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
熊
本

県
、
宮
崎
県
、
遠
く
は
北
海
道
や
奈

良
県
か
ら
約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
前
日
夜
か
ら
の
降
雪

の
影
響
で
、
獅
子
島
は
一
面
雪
に
覆

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
花
火
の

合
図
で
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
雪
の
降

る
中
、
起
伏
の
激
し
い
13
㌔
の
難

コ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
が
山
頂
に
到
着
す
る
頃

　

２
月
17
日
か
ら
21
日
の
５
日
間
の

日
程
で
53
区
間
５
８
８
・
１
㌔
に
わ

た
っ
て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
、
第
65
回

鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
、

中
橋
信
人
さ
ん（
本
町
・
東
町
漁
協
）、

竹
口
俊
さ
ん（
川
床
下
・
東
町
漁
協
）、

田
ノ
上
尚
吾
さ
ん
（
菅
牟
田
・
長
島

町
役
場
）、
の
３
人
が
出
水
チ
ー
ム

の
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
の
主
将
と
し
て
今
大
会
に

臨
ん
だ
中
橋
選
手
は
チ
ー
ム
を
う
ま

く
ま
と
め
上
げ
、
走
っ
て
は
い
ず
れ

も
区
間
上
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
力
走
を

み
せ
ま
し
た
。
竹
口
選
手
は
、
４
日

目
の
７
区
で
区
間
賞
を
受
賞
す
る
活

躍
、
田
ノ
上
選
手
は
主
要
区
間
を
任

さ
れ
、
粘
り
強
い
走
り
を
見
せ
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
３
人
と
も
３
回
ず
つ

出
走
。
３
人
の
活
躍
も
あ
り
出
水

チ
ー
ム
は
、
郷
土
入
り
と
な
る
２
日

目
は
、
日
間
２
位
と
好
成
績
を
お
さ

め
た
ほ
か
、
総
合
タ
イ
ム
で
は
昨
年

よ
り
14
分
35
秒
記
録
を
短
縮
し
躍
進

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

雪
景
色
の
獅
子
島
を
堪
能

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
８

に
は
雪
も
や
み
、
パ
ノ
ラ
マ
の
景
色

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
鹿
児
島
市

か
ら
親
子
で
参
加
し
た
美
坂
公
治
さ

ん
は
「
今
回
で
４
回
目
の
参
加
に
な

る
。
雪
の
中
で
の
開
催
で
不
安
も

あ
っ
た
が
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
雪
に
覆
わ
れ
た
獅
子
島
の

景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

　

中
継
点
や
七
郎
山
山
頂
で
は
、
島

民
た
ち
が
お
茶
や
ポ
ン
カ
ン
、
飴
な

ど
を
提
供
。
ゴ
ー
ル
後
の
獅
子
島
ア

イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
元
婦

人
会
が
ア
オ
サ
汁
と
お
に
ぎ
り
を
振

る
舞
い
、
参
加
者
ら
を
も
て
な
し
ま

し
た
。

　

↑山頂までもう少し

↑雪の中でのスタート↑山頂付近ではポンカンなどを提供

↑１日目、タスキを受け走り出す田ノ上選手（写真左）
　（写真提供：南日本新聞社）

↑郷土入りの２日目、タスキを渡す中橋選手（写真右） ↑４日目、力走を見せる竹口選手（写真右）
　（写真提供：南日本新聞社）
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長島町地域包括支援センターだより

長島元気ＧＯＧＯ！体操で、いつまでも自分の足で歩いて行こう！
「母良木老人クラブ」
　同クラブでは週に 2 回、グラウンドゴル
フをする前の準備体操として、長島元気ＧＯ
ＧＯ！体操を実践しています。
　メンバーで揃えた赤のベストを身にまと
い、寒さを吹き飛ばすほど活気のあふれる場
となっています。椅子などはメンバーで揃え、
体操も１回の伝達講習のみで覚えました。体
操を実践したメンバーからは、「身体があっ
たまる」「肩回りがすっきりする」というよ
うな喜びの声が多く聞かれます。
　地域包括支援センターでは、集落単位で、
活動を支援していますので、グループ立ち上
げに関するご相談をお待ちしています。 ◎問い合わせ先

　長島町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］

↑長島元気 GOGO! 体操を実践する参加者たち

認知症初期集中支援チームを設置

　認知症は、早期受診による症状の悪化防止
が重要です。
　認知症初期集中支援チームとは、専門的な
診療を受けていない認知症の疑いのある人や
その家族を訪問し、家族支援など初期の支援
を包括的、集中的に行い、自立生活のサポー
トを行うチームです。
　平成 30 年度から、認知症初期集中支援チー
ムを長島町地域包括支援センターに設置し、
医師の指導のもと、かかりつけ医、認知症疾

患医療センター、介護事業所などと連携し、
集中的に家族などへの訪問を行います。
　認知症の初期段階で集中的に支援すること
により、症状の進行を遅らせ、できる限り住
み慣れた地域で暮らし続けることを包括的に
支援していきます。

◎問い合わせ先
　長島町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て

三
県
架
橋
構
想
を
推
進↑元気にプレーする選手たち

　

サ
ッ
カ
ー
交
流
で
、
長
崎
・
熊
本
・
鹿
児

島
の
三
県
が
パ
ス
を
つ
な
ぎ
合
い
島
原
・
天

草
・
長
島
架
橋
や
九
州
西
岸
軸
構
想
の
推
進

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
三
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
」
が
2
月
24
日
か
ら
２
日
間
、
阿
久
根
市

の
阿
久
根
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
熊
本
県
・
長
崎
県
か
ら

各
２
チ
ー
ム
、
鹿
児
島
県
か
ら
は
、
出
水
地

区
内
の
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
選
手
た
ち
の
混

成
４
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
本
町
か
ら
も
5
人

が
チ
ー
ム
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

三
反
園
訓
鹿
児
島
県
知
事
や
各
首
長
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
開
会
式
の
あ
と
、
選
手
た

ち
は
交
流
試
合
に
臨
み
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の

プ
レ
ー
に
観
客
席
か
ら
は
歓
声
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。

平成 32年度の完成をめざして　長島町総合運動公園整備工事安全祈願祭

↑工事の安全祈願を行う川添町長

　２月 14 日、長島町総合運動公園（多目的運動広場）整備
工事の安全祈願祭が行われました。
　町民の健康推進やふれあいの場として整備されるこの総合運
動公園は、総事業費約 14 億円で、運動施設ゾーン約 36,000 ㎡、
多目的運動広場ゾーン約 20,000 ㎡、運動施設駐車場約 3,000
㎡を計画しており、本年度は約１億 1600 万円を投じて、多目
的運動広場ゾーンの敷地造成工事などを行います。
　この日は、川添町長はじめ、児島議長、飯田満穗自治公民
館連絡協議会長、浜健男体育協会長、工事関係者らが集まり、
工事の安全を祈願しました。

原
発
事
故
を
想
定
し
て

原
子
力
防
災
訓
練

↑避難所へ集まる田尻自主防災組織

　

地
震
に
よ
っ
て
九
州
電
力
川
内
原
子
力
発

電
所
で
重
大
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定

し
た
原
子
力
防
災
訓
練
が
、
２
月
３
日
、
鹿

児
島
県
と
原
発
か
ら
30
㌔
圏
に
あ
る
周
辺
自

治
体
主
催
行
わ
れ
、
圏
内
に
南
部
地
区
が
該

当
す
る
本
町
で
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
住
民
や
消
防
団
、
役
場
関
係
者

な
ど
が
参
加
。
長
島
が
孤
立
し
た
こ
と
を
想

定
し
、
鷹
巣
地
区
で
は
、
海
上
自
衛
隊
ヘ
リ

で
の
急
患
搬
送
訓
練
の
ほ
か
、
宮
ノ
浦
港
で

は
、
海
上
自
衛
隊
輸
送
艇
に
よ
る
物
資
搬
送

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
原
発

に
最
も
近
い
田
尻
集
落
で
は
、
田
尻
自
主
防

災
組
織
が
自
主
的
に
訓
練
を
実
施
し
、
住
民

や
消
防
団
が
一
体
と
な
っ
て
、
災
害
時
に
ど

の
よ
う
な
避
難
方
法
を
と
る
か
確
認
を
し
ま

し
た
。

全
線
改
良
に
向
け
て

最
終
工
区
着
工
へ

「
町
道
平
尾
浜
漉
線
」

↑立ち並んでいた樹木の伐採が完了した最終工区

　

２
月
21
日
、
町
道
平
尾
浜
漉
線
の
最
終
工

区
の
道
路
改
良
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

町
道
平
尾
浜
漉
線
は
、
平
尾
小
学
校
前
を

起
点
と
し
て
浜
漉
港
ま
で
つ
な
が
る
全
長

２
・
９
㌔
の
路
線
で
、
平
成
16
年
か
ら
社
会

資
本
総
合
交
付
金
事
業
な
ど
を
活
用
し
て
、

改
良
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
終
工
区
の
工
事
完
了
は
、
平
成
30
年
８

月
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
当
該
路

線
の
全
線
改
良
が
完
了
と
な
り
ま
す
。

新たな観光拠点建設へ　「大陸ホテルながしま」起工式

↑地鎮の儀を行う大楽代表と中島社長

　２月 26 日、「サンセット長島」に代わる新たな大型宿泊
施設「大陸ホテルながしま」の起工式が行われました。
　新たなホテルの建設にあたり、本町と株式会社トス（大楽
浩会長）と株式会社三共建設（中島竜作社長）の共同企業体

「トス・三共ＪＶホテル建設プロジェクト（大楽浩代表）」に
よる立地協定式を昨年の４月に結んでいました。
　神事終了後、大楽代表は「一日も早く、この土地に馴染み、
長島町民となり、皆さんと一体となって、長島町をＰＲし、
新たな観光拠点を作りあげたい」とあいさつ。川添町長は「町
の施設という思いで、この新たなホテルの運営を全面的に協
力していきたい」と期待のあいさつを行いました。
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わが町の地方創生

地域おこし協力隊
～新たに１人を採用～

　町では、２月から新たに１人を「地域おこし協
力隊」として採用しました。
　隊員は、地域や町と連携しながら、交流人口の
拡大や、地域資源の発掘・情報発信に取り組んで
いきます。

小
お ぐ す

楠 雄
ゆ う じ

士さん (32)
　2 月から地域おこし協力隊に加わりました小楠雄士で
す。長島町を舞台にした映画のＰＲと運営を担当させて
いただきます。前職は出版社におりましたので、コンテ
ンツビジネスで培った経験を生かして、長島町に暮らす
皆さんと未来へ語り継いでいける映画を目指していきま
す。 
　まずは、皆さんに顔を覚えていただけるように、積極
的に動いてまいります！お酒が大好きです。よろしくお
願いします。

↑本町の地方創生の取り組みについて説明する土井さん

　２月７日、経済産業省九州経済産業局が主催する
研修視察が長島町で行われ、鹿児島県、熊本県、大
分県および福岡県の自治体職員と民間企業の職員ら
32 人が来町しました。
　Ｎセンターで行われた研修会では、川添町長のあ
いさつの後、土井隆さんが長島町の地方創生の取り
組みについて、東町漁業協同組合の山下伸吾参事か
ら同組合の概要と戦略について、明石照久さんが本
町における地域おこし協力隊の活動について、それ
ぞれ説明を行いました。
　説明後の意見交換では、本町の産業振興策やブラ
ンド戦略、地域おこし協力隊の活用、空き家の利活
用策など多岐にわたるテーマで活発な議論が展開さ
れ、地方創生に対する関係者の関心の高さがうかが
われました。
　現在、町には多くの視察依頼が届いています。今
後も、このような機会を通じて、長島町における地
方創生の取り組みや地域おこし協力隊の活動を伝え
ていくとともに、他の自治体や企業などの優れた取
り組みに関する情報を得て、長島町において、さら
に充実した地方創生の取り組みができるように努め
ていきます。

地方創生に関する研修視察団を受け入れ

　２月23日、長島町開発総合センター
で「第４回長島町地域おこし協力隊大
報告会」が行われました。
　前回の報告会から約半年が経過し、
４回目となった今回は、現在活動して
いる地域おこし協力隊 11 人が、それ
ぞれの分野における活動内容、実績を
町内外の約 50 人の参加者に向けて報
告しました。
　新たに動き出している長島町での映
画プロジェクトの内容など、参加者は
興味深く話を聞いていました。

↑協力隊の活動報告を聞く参加者

半年間の活動経過を報告 第４回長島町地域おこし協力隊大報告会

クエストカップ全国大会でグランプリを獲得

長島のお母さんを応援 「ゆーや食堂」を開催

　３月 20 日、手作りの料理でもてなし、人と人
の新たな出会いを提供する「ゆーや食堂」を次の
とおり開催します。
　今回は、12 時からと 17 時からの二部制で行
い、料理は長島の食材を中心としたものを用意し
ます。
　ひとりで味わって食べるのもよし、みんなでわ
いわい食べるのもよし。お子さんにはキッズス
ペースを設けてお待ちしています。食事をしなが
ら皆で楽しく話をしませんか？
○開催日時
　３月 20 日（火）　① 12 時～　② 17 時～

○開催場所
　「春

あ き な い

夏冬」（指江）
○参加対象者
　・小学生くらいまでのお子さんと、そのお母さん
　・これからお母さんになるかもしれない人
○参加料
　大人 500 円（子どもは無料）
◎問い合わせ先
　地域おこし協力隊　甲斐友也
　☎ 090-1168-0713
　※食事は数に限りがございますので先にお電話
　　をいただけると助かります

↑来場者の前でプレゼンを行うメンバー

　昨年の８月に長島町で行った教育プログラム
「ソーシャルチェンジ」に参加し、優勝した「ヨー
グリーナ」チームが、２月 24 日に立教大学（東
京都）で開催された「クエストカップ全国大会」（株
式会社教育と探求社主催）に出場しました。
　この大会は、同社が提唱する現実社会と連動し
ながら「生きる力」を育む学習プログラム「クエ
ストエデュケーション」を学び、仲間と共に話し
合い、考え抜き、生み出した探求の成果を、社会
に向けて発信・発表する大会です。
　同チームは、今年度から新設されたソーシャル
チェンジ部門にエントリーし、予選を通過。本選
では企業人や有識者など 1,000 人を超える来場
者の前でプレゼンテーションを行いました。

　メンバーらは、12 月から週に一度集まりプレゼ
ンテーションの練習を重ねてきましたが、その成果
も表れ、見事同部門でグランプリを受賞しました。
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国民健康保険制度 が変わります
平成 30 年４月から

制度改正で変わること、変わらないこと

制度改革の概要

　平成 27 年５月に「持続的な医療保険制度を構
築するための国民健康保険法等の一部を改正する
法律」が成立し、これに伴い市町村国民健康保険
制度も改正されることになりました。
　この法律の成立により、国民健康保険において

は、平成 30 年度から、都道府県が財政運営の責
任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業
の確保等の国保運営に中心的な役割を担うこと
で、制度の安定化を目指します。

１回目 ３回目２回目 １回目 ３回目２回目 ４回目これまで

平成 30 年度以降 １回目 ３回目２回目 １回目 ３回目２回目 ４回目

［例］

６月 ８月７月 ９月 11 月10 月 12 月

同一都道府県で転居した場合

ここから該当

ここから該当

保険証の様式が変わります
　都道府県が国保の保険者に加わることにより、
保険証の様式が県内で統一されます。長島町では
新しい保険証への切り替えを平成 30 年 4 月 1 日
交付分からとしますので、有効期限（平成 30 年
3 月 31 日）まではお手持ちの保険証をそのまま
お使いください。

変わらないこと
　保険証などの交付は、これまでどおり市町村で
行われます。
※長島町では、平成 30 年４月１日からの保険証
についても、例年どおり、各公民館で一斉更新し
ます。日時については、各公民館長を通じてお知
らせします。

↑平成 30 年４月１日以降の保険証↑平成 30 年３月 31 日までの保険証

ポイント１

被保険者の資格管理が都道府県単位となります
　これからは都道府県が被保険者証の資格を管理
することになるので、同一都道府県のほかの市町
村へ転居した場合でも資格は継続します。（保険
証は転居後の市町村で改めて交付します）

変わらないこと
　同一都道府県内の市町村に異動した場合でも、
これまでどおり転出・転入先の市町村の窓口へ届
け出が必要です。

ポイント２

高額療養費の多数該当の算定方法が変わります
　過去 12 カ月以内に高額療養費の支給が 4 回以
上ある場合に自己負担額が引き下げられる制度

（多数回該当）について、同一都道府県のほかの
市町村への転居で、同じ世帯であること（世帯主
の継続性）が認められたときは、転居前の該当回
数を通算できるようになります。

変わらないこと
　高額療養費をはじめ、療養費（補装具・コルセッ
ト）や出産育児一時金、葬祭費等の給付に関する
手続き、特定健診など保健事業の実施に関するこ
とは、今後も市町村が行います。

ポイント３

葬祭費の支給額が変わります
　都道府県が財政運営の責任主体となり、市町村
が担う事務の広域的及び効率的な運営の推進を図
ることから鹿児島県は「鹿児島県国民健康保険運
営方針」を定めました。
　その方針の一つとして、平成 30 年度から葬祭
費の支給額が県内で統一されることとなり、これ
までの３万円から２万円に改定されることになり
ます。

　これに伴い、後期高齢者医療事業についても、
これまで国民健康保険と同額の３万円としていま
したが、今回の改定により２万円となります。
　　
※改定後の葬祭費は、平成 30 年４月１日以降の
死亡日から適用します。それまでは従前のとおり
とします。

ポイント４

しています。新しい税率については、広報などを
通してお知らせします。また、３月下旬の保険証
更新の際にも各公民館で説明します。

変わらないこと
　保険税の賦課・徴収はこれまでと変わらず、お
住まいの市町村が行います。口座振替のための金
融機関や納期なども変更はありません。

保険税の決めかたが変わります
　これまでは市町村が個別に保険給付費などを推
計し、保険税額を決定していました。今後は都道
府県が市町村ごとの医療費水準や所得水準を考慮
した「国保事業費納付金」の額と「標準保険料率」
を示し、これらを参考に市町村が保険税額を決め、
賦課・徴収を行います。
※長島町では平成 30 年度保険税率の改正を予定

ポイント５

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課国民健康保険係　　☎（86）1157［直通］

国保の窓口はこれまでと変わらず役場となります
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１
日
～
２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

８
日

９
日

10
日
～
11
日

13
日

14
日
～
16
日

16
日

17
日

19
日
～
20
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日
～

3
月
9
日

全
国
町
村
会
現
地
経
済
農
林
委
員
会（
岐
阜
県
）

県
原
子
力
防
災
訓
練　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク　
　
　
　
　
　
（
獅
子
島
）

県
農
業
・
農
村
振
興
協
会
通
常
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

JA
鹿
児
島
い
ず
み
農
政
協
議
会　
（
出
水
市
）

3
月
補
正
町
長
査
定　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
広
域
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

国
保
運
営
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

市
町
村
振
興
協
会
通
常
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

平
安 

元
町
村
会
長
へ
感
謝
状
贈
呈（
奄
美
市
）

県
森
林
整
備
公
社
理
事
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
治
山
林
道
協
会
第
2
回
理
事
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

総
合
運
動
公
園
起
工
式　
　
　
　
　
（
現
地
）

離
島
セ
ン
タ
ー
理
事
会
・
評
議
員
会（
東
京
都
）

過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
理
事
会（
東
京
都
）

「
和
田
先
生
を
語
り
合
う
会
」　
（
鹿
児
島
市
）

か
ご
し
ま
長
島
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
・
理
事
会
・

意
見
交
換
会
・
懇
談
会　
　
　
　
（
東
京
都
）

県
町
村
議
長
会
定
期
総
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

後
期
高
齢
者
医
療
連
合
本
会
議（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
打
合
せ
・
懇
親
会
（
鹿
児
島
市
）

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
・
市
町
村
長

研
修
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
定
期
総
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡
会
議　
（
鹿
児
島
市
）

国
保
連
合
会
通
常
総
会
・
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

三
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
（
阿
久
根
市
総
合
運
動
公
園
）

小
島
君
大
相
撲
浅
香
山
部
屋
入
門
お
祝
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
陽
の
里
）

認
定
こ
ど
も
園
さ
す
え
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

大
陸
ホ
テ
ル
な
が
し
ま
起
工
式　
　
（
現
地
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

空
き
家
対
策
協
議
会　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

自
治
功
労
者
伝
達
式　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
３
月
定
例
会

２月

　言葉をちょっと変えるだけ
で、全部がコロッと好転します。

　83 歳と 86 歳の老夫婦の暮らし
歳時記。簡素だけど、とても優雅
な歳時記です。

つ
ば
た
英
子
、
つ
ば
た
し
ゅ
う
い
ち　

著

「
あ
し
た
も
、

こ
は
る
び
よ
り
」

大
嶋
　
信
頼

「
口
ぐ
せ
リ
セ
ッ
ト
」

天
草
へ
潮
目
真
青
に
鶴
帰
る
　
　
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

れ
ん
ぎ
ょ
う
の
枝
奔
放
に
風
鳥
忌
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

百
歳
の
編
み
し
手
籠
に
春
菜
摘
む
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

北
へ
発
つ
鶴
を
惑
は
す
戻
り
寒
　
　
　
　
　
白
男
川
孝
仁

草
千
里
馬
の
尻
に
も
春
の
風
　
　
　
　
　
　
脇
田
　
武
志

も
う
誰
も
応
へ
ぬ
生
家
梅
匂
ふ
　
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

大
根
の
琥
珀
を
く
ず
し
ひ
と
り
の
餉
　
　
　
山
嵜
加
代
子

春
寒
や
鉄
骨
の
鳥
渋
谷
駅
　
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
光
幸

水
温
む
寺
に
置
か
れ
し
手
水
鉢
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

里
川
の
せ
せ
ら
ぎ
春
の
動
き
出
す
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

春
雪
や
嬰
の
や
わ
肌
の
白
さ
な
り
　
　
　
　
坂
口
　
静
子

姦
し
く
恋
猫
の
急
く
昼
仕
舞
　
　
　
　
　
　
山
田
　
哲
夫

［
短
歌
］

セ
ン
セ
ー
イ
と
駆
け
寄
る
児こ
童
ら
に
目
を
細
め
照
れ
ど
も

嬉
し
我
は
七な

そ十
路
ぞ　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

土
手
に
咲
く
水
仙
白
く
清
し
く
て
寒
風
受
け
て
し
な
や
か

に
揺
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

春
の
夜
は
早
や
明
く
る
ら
し
ほ
の
ぼ
の
と
朝
の
光
の
眩
し

さ
う
れ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

ポ
ロ
リ
ン
と
落
ち
し
涙
も
懐
か
し
き
横
に
滲
ん
で
ゆ
き
止

ま
る
今　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

人
生
は
若
き
時
だ
け
何
成
ら
ぬ
人
の
手
を
取
り
世
を
去
る

ば
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

白
梅
の
今
を
盛
り
と
咲
き
ほ
こ
る
か
な　
　

宗
方　

枕
流

竹
林
に
い
ち
陣
の
風
吹
き
通
り
わ
が
行
く
片か

た

へ
雪
煙
り
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

や
う
や
く
に
米
寿
の
坂
を
越
え
し
わ
が
現

う
つ
つ

を
し
づ
か
に
労

り
て
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

久
び
さ
に
雲
ひ
と
つ
な
き
中
天
の
眩
し
き
太
陽
庭
に
仰
げ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

早
春
の
海
を
航
跡
白
く
分
け
漁
船
が
今
し
も
夕
港
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

吾
の
背
で
「
雀
の
学
校
」
歌
ひ
し
息こ
子
い
ま
白
衣
着
て
往

診
に
来
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

凍し

み
る
朝
独
り
の
雑
事
急
ぎ
終
え
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
へ
坂

を
上
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

春
と
い
え
ど
冷
え
び
え
と
染
む
里
の
風
県
堺
な
る
北
の
涯

の
島　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

入
日
映
ゆ
る
海
面
は
黄
金
に
輝
き
て
水
平
線
よ
り
長
島
つ

な
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

送
葬
の
花
に
埋
も
れ
し
友
の
顔
癌
病
む
我
は
幾
度
も
の
ぞ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

な
す
す
べ
も
な
く
変
え
ら
れ
て
ゆ
く
国
に
八
十
我
は
膨
ら

み
て
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

曖
昧
に
か
な
し
む
こ
と
に
慣
れ
始
め
唐
揚
げ
弁
当
買
い
来

て
食
め
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

う
ら
う
ら
と
陽
の
さ
す
庭
を
眺
め
い
て
ふ
と
作
業
衣
の
夫

の
影
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

一
陣
の
風
に
木
の
葉
が
舞
い
上
り
ふ
い
に
そ
の
ま
ま
飛
ん

で
行
き
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

会
い
た
さ
か
淋
し
さ
な
の
か
月
ま
で
の
段
を
ひ
た
す
ら
の

ぼ
り
ゆ
き
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

腐
ら
し
て
な
ら
ぬ
レ
タ
ス
を
朝
晩
に
声
か
け
な
が
ら
ひ
と

り
食
べ
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

植
え
て
は
い
け
な
い
け・

・し
を
ご
存
知
で
す
か
？

特徴（セティゲルム種）

鹿児島県内の不正けし除去本数の
推移と出水保健所管内の占める割合

除
去
本
数
（
本
）

H25 H26 H27 H28 H29

3,393

12,656 2,130

3,520

3,361

3,457

188

25,342

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

①
花
び
ら
は
４
枚
で
薄
紫
色
（
写
真
①
）

　
（
先
端
は
白
に
近
い
色
）

②
開
花
期
の
草
丈
は
50
～
１
０
０
㌢

③
葉
・
茎
・
つ
ぼ
み
な
ど
は
緑
色
で
、

　

土
壌
が
良
い
と
よ
く
枝
分
か
れ
し
ま
す
。

④
つ
ぼ
み
の
周
辺
に
毛
が
あ
る

⑤
葉
は
、
葉
の
付
け
根
で
茎
を
巻
き
込
む
よ

　

う
に
つ
く
（
写
真
②
）

⑥
つ
ぼ
み
は
、
開
花
時
に
上
を
向
き
、
散
っ

　

て
も
上
を
向
い
た
ま
ま

その他地域
出水管轄内

　

園
芸
用
の
け
し
の
仲
間
の
ポ
ピ
ー

な
ど
は
、
３
月
下
旬
か
ら
５
月
に
か

け
て
、
色
鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲

か
せ
る
も
の
が
多
く
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
や
切
り
花
用
の
植
物
と
し
て
人
気

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
け
し
の
仲
間
に
は
、
法

律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
不

正
け
し
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

外
観
の
特
徴
か
ら
園
芸
用
の
け
し
と

区
別
で
き
ま
す
。
以
前
か
ら
、
出
水

保
健
所
管
内
で
自
生
し
て
い
る
不
正

け
し
が
多
数
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
多
く
は
ア
ツ
ミ
ゲ
シ
（
セ
テ
ィ
ゲ

ル
ム
種
）
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
出
水
保
健
所
管
内

の
除
去
本
数
は
６
１
８
０
本
と
県
内

の
総
除
去
本
数
の
65
・
５
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
似
た

植
物
を
見
か
け
た
と
き
は
、
そ
の
ま

ま
抜
か
ず
に
出
水
保
健
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
衛
生
係

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

↑管内に自生していたケシ

↑
花
び
ら（
写
真
①
）

↓
つ
ぼ
み

↑
葉
（
写
真
②
）

↑
果
実

3,250

6,180
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「
高
齢
者
学
級
」
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
各
集
落

の
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
仲
間
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
な
ど
を
目
的
と

し
た
高
齢
者
学
級
の
開
設
を
募
集

し
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
趣
味
・
教
養
、

生
活
、
健
康
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
の
学
習
を
学
級
単
位
で

行
う
も
の
で
す
。
活
動
の
や
り
方

に
つ
い
て
は
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
学
習
規
模

　

一
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
程
度

○
開
設
期
間

　

平
成
30
年
５
月
～
平
成
31
年
２
月

○
条
件

　

・
15
人
程
度
以
上
の
学
級
生
を

　

確
保
で
き
る
こ
と

　

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成

　

で
き
る
こ
と

○
申
込
締
切

　

４
月
末
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

「
生
涯
学
習
学
級
」
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
自
主
的

に
企
画
や
運
営
を
す
る
生
涯
学
習

学
級
の
開
設
を
希
望
す
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
地
域
お
こ
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
・
教
養
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
活

動
や
学
習
を
学
級
単
位
で
行
う
も

の
で
す
。

○
学
習
規
模

　

一
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
以

　

上
開
設
で
き
る
こ
と

○
開
設
期
間

　

平
成
30
年
５
月
～
平
成
31
年
２
月

○
条
件

　

・
成
人
の
町
民
で
、
常
時
10
人
以

　

上
の
学
級
生
を
確
保
で
き
る
こ
と
。

　

た
だ
し
、
芸
術
文
化
団
体
の
育
成

　

の
場
合
、
青
少
年
を
対
象
と
す
る

　

団
体
で
も
可

　

・
原
則
と
し
て
育
成
期
間
は
３
年

　

間
と
す
る
。
た
だ
し
、
内
容
に
よ

　

り
特
に
必
要
な
場
合
は
延
長
で
き
る

　

・
代
表
者
が
、
説
明
会
な
ど
教
育

　

委
員
会
が
開
催
す
る
会
議
に
出
席

　

で
き
る
こ
と

　

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で

　

き
る
こ
と

　

・
活
動
に
相
応
の
自
己
負
担
が

　

あ
る
こ
と

○
不
採
択
要
件

　

申
し
込
み
が
多
い
場
合
、
ま
た

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
警
察
署
交
通
課

　

☎
（
73
）
０
１
１
０

お
済
み
で
す
か
？
自
動
車
の

住
所
な
ど
の
変
更
手
続
き

　

引
っ
越
し
や
結
婚
な
ど
で
住
所

や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
納

税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る

た
め
に
も
、
以
下
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
変
更
登
録

　

必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
鹿
児

島
運
輸
支
局
、
ま
た
は
奄
美
自
動

車
検
査
登
録
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
住
所
や
名
前
な
ど
の
変
更
届
け
出

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税

課
へ
電
話
や
は
が
き
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
電
子
申
請
で
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
用
の
は
が
き
は
、
納
税

通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
県
の
各
地
域
振
興
局
・
支
庁
、

各
市
町
村
役
場
に
も
備
え
て
あ
り

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
９

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
運
賃
助

成
制
度

　

県
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
利
用
促

進
協
議
会
で
は
、
県
内
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
に
肥
薩
お
れ
ん

じ
鉄
道
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
こ
の
鉄
道
を
利
用
し
て
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
を
行
う

際
の
運
賃
を
助
成
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

〇
申
請
可
能
な
団
体

　

県
内
の
小
・
中
学
校
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
子
ど
も
会
、
町
内
会
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
部
活
動
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど

〇
助
成
対
象
と
な
る
活
動

　

文
化
活
動(

展
覧
会
鑑
賞
・
大

会
等)

、
ス
ポ
ー
ツ
交
流(

試
合
・

合
宿
・
試
合
観
戦
な
ど)

、
社
会

見
学(

遠
足)

な
ど

※
助
成
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
交
通
政
策
課

　

☎
０
９
９(

２
８
６)

２
４
６
５

申
請
内
容
を
審
査
の
う
え
、
次
の

よ
う
な
場
合
、
生
涯
学
習
学
級
と

し
て
採
択
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
活
動
や
学
習
内
容
が
生
涯
学
習

学
級
と
し
て
育
成
す
る
必
要
性
が

低
い
場
合

②
他
の
機
関
・
団
体
か
ら
助
成
な

ど
が
あ
り
、
育
成
の
必
要
性
が
低

い
場
合

③
町
か
ら
の
助
成
金
の
大
半
を
飲

食
に
充
て
て
い
る
場
合

④
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合

⑤
町
や
地
域
に
対
す
る
貢
献
度
が

低
い
場
合

⑥
３
年
間
の
育
成
期
間
を
経
過

し
、
独
力
で
の
活
動
が
適
当
と
認

め
ら
れ
る
場
合

○
申
込
締
切

　

４
月
末
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

出
水
地
区
工
友
会
協
定
賃
金

が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　

出
水
地
区
工
友
会
の
協
定
賃
金

が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し

た
。

○
協
定
賃
金

　

責
任
者　

２
万
円

　

技
能
者　

１
万
９
千
円

　

一　

般　

１
万
８
千
円

※
見
習
い
者
に
つ
い
て
は
、
責
任

者
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
地
区
工
友
会

　

代
表　

田
中
義
夫

　

☎
（
87
）
０
３
３
６

運
転
免
許
自
主
返
納
メ
リ
ッ

ト
制
度
協
賛
店
募
集

　

阿
久
根
警
察
署
で
は
、
高
齢
者

運
転
免
許
自
主
返
納
者
に
対
す
る

メ
リ
ッ
ト
制
度
の
協
賛
店
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
一
部
の
バ
ス
会
社
、
管

内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
所
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
、
温
泉
事
業
所
、
一
部
の

葬
儀
店
な
ど
が
料
金
割
引
、
オ
プ

シ
ョ
ン
追
加
の
メ
リ
ッ
ト
制
度
に

賛
同
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
者

に
対
し
て
少
し
で
も
役
に
立
ち
た

い
、
支
え
に
な
り
た
い
、
メ
リ
ッ

ト
制
度
に
関
心
の
あ
る
事
業
所
、

団
体
、
商
店
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国

体
・
か
ご
し
ま
大
会
の
募
金

お
よ
び
企
業
協
賛
を
募
集

　

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・

か
ご
し
ま
大
会
実
行
委
員
会
で

は
、
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・

か
ご
し
ま
大
会
」
の
成
功
に
向

け
、
募
金
と
企
業
協
賛
の
募
集
を

し
て
い
ま
す
。

　

募
金
は
、
愛
称
を
「
ぐ
り
ぶ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
募
金
」
と
し
、
人
材

育
成
を
は
じ
め
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
企
業
協
賛

は
、
県
実
行
委
員
会
に
、
協
賛
金

を
い
た
だ
き
広
報
活
動
経
費
に
充

当
す
る
ほ
か
、
物
品
な
ど
を
提
供

い
た
だ
き
、
大
会
運
営
に
活
用
す

る
も
の
で
す
。

※
詳
し
く
は
、「
燃
ゆ
る
感
動
か

ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大
会
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・
か

ご
し
ま
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
県
庁
国
体
・
全
国
障
害
者
ス

　

ポ
ー
ツ
大
会
局
総
務
企
画
課
内
）

　

☎
０
９
９(

２
８
６)

２
８
６
５

納
税
は
口
座
引
き
落
と
し
が

便
利
で
す

　

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
な
ら
び
に
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の

納
税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る
「
振

替
納
税
」
が
大
変
便
利
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
29
年
分
の
確
定
申

告
の
振
替
納
付
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
振
替
納
付
日

・
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

　

所
得
税　
　

…
４
月
20
日（
金
）

・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
（
個
人
事
業
者
）…
４
月
25
日（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０
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↑協力して作った料理を前に笑顔の参加者

鷹巣小学校で親子調理教室

新のコンロを使って親子で調理最
　２月 10 日、鷹巣小学校（大野憲久校長）で（一
社）鹿児島県ＬＰガス協会主催の「親子調理教室」
が開催されました。
　この日は、鷹巣幼稚園の園児や鷹巣小学校の児
童とその家族ら 38 人が参加。参加者たちは調理
講師の説明を聞いた後、家族で協力し合ってピザ
やピラフ、ベーコンとレタスのスープなどを調理
し、出来上がった料理をおいしそうにほおばって
いました。
　なお、今回料理教室を行った鷹巣小学校には、
同協会より最新のガスコンロ３台が寄贈されまし
た。

↑一緒に授業を受ける児童

学校統合へ向け児童らが交流学習

月からは同じ学び舎で４
　２月 14 日、汐見小学校（肥後広行校長）の全
校児童 10 人が、城川内小学校を訪れ交流学習を
行いました。
　同校は、今年４月に城川内小学校と統合します
が、児童たちが早いうちに、人数の多い学校での
生活に慣れ、仲間づくりができるようこの交流学
習を実施したものです。
　４月から城川内小学校６年生として学校生活を
送る小屋海琴さんと小屋旭華さんは「今までは２
人で発表もすぐ終わっていたけど、多くの友達の
前で発表したり、聞いたりできたのが楽しかった。
急に環境が変わるから不安もあるけど、４月から
が楽しみ」と笑顔で話していました。

学校巡回バイオリン体験教室

楽の楽しさに触れて音
　２月７日と８日の２日間、町内の４小中学校で
バイオリン体験教室が開催されました。昨年の６
月に続き今年２回目の開催となった今回も「バイ
オリンひまわりプロジェクト」の講師４人が学校
を訪れ、普段触れることの少ないバイオリンに触
れることで、音楽の楽しさを伝えました。
　獅子島小中学校では、小学１年生から中学３年
生の児童生徒 37 人が教室に参加しました。
　参加した竹口こころさん（中学２年）は「初め
てバイオリンを手にしたが、自分の手にする弓で
音が鳴ったので、とても嬉しかった。また機会が
あればぜひ弾いてみたい」と満足げでした。

↑慣れない手つきでも演奏を楽しむ児童

学校給食用パン品質審査会で最高得点

心込めて作ったパンはいかが？真
　平成 29 年度学校給食用パン品質審査会が昨年
11 月に行われ、NPO 法人長島福祉作業所ぽんぽ
こ村が作っている学校給食用パンが、85.6 ㌽と
審査会トップタイの高い評価を受けました。
　同法人は、平成 24 年度から町内の 4 小学校と
２中学校に、約 430 食を作り、週に２回各校へ
届けています。
　評価を受けて同法人の濵田昌子主任は「施設利
用者と真心込めて作っている給食用パンが高い評
価を受けてうれしい。パンの売り上げは、利用者
の給料となっている。これを機に他のパンも皆さ
んに味わってもらえれば」と話していました。

↑苗木を手渡す吉井代表（写真右）と同法人メンバーら

NPO法人が桜の苗木を寄贈

いっぱいの長島を応援花
　ＮＰＯ法人「HowTo21Club」（出水市）の吉井
秀之代表らが、２月 26 日に町長室を訪れ、桜の
苗木 15 本を本町へ寄贈しました。
　同法人は、平成 20 年から天ぷら油のリサイク
ル運動に取り組んでおり、その協力のお礼として
これまで多くの桜の苗木を寄贈しています。
　今回寄贈された苗木は、カワヅザクラ 10 本と
ヤエザクラ 5 本。吉井代表は「花には神様がつ
いている。長島町を花いっぱいにして、憩いの場
にしてもらうとともに、神様が長島に多くのにぎ
わいを連れてきて、ますます発展していってほし
い」と話していました。

伊唐小学校で鰤王料理教室

分でさばいて味わおう自

　２月 20 日、伊唐小学校（久保和久校長・15 人）
で鰤王料理教室が行われました。
　これは、児童らに本町の特産品の一つの「鰤王」
を実際にさばいて味わってもらおうと、伊唐地区養
殖業者会と東町漁業協同組合、保護者などが協力し
て開催したものです。
　児童らは、会員らの指導のもと慣れない手つきで
ブリさばきに挑戦していました。鴨川柊真さん（２
年）は「ブリの骨を切り分けるところが難しかった。
自分たちで作ったブリのタタキを早く味わいたい」
と笑顔で話していました。

↓
指
導
を
受
け
な
が
ら
ブ
リ
を
さ
ば
く
児
童

↑審査会の結果を報告する大堂和枝理事長と濵田主任
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10,615（＋５）

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,129（＋２）
5,486（＋３）

  4,483（＋７）

　

３
月
24
日
に
開
幕
す
る
「
第
８
回
長

島
夢
追
い
花
フ
ェ
ス
タ
」
の
期
間
中
、

陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
、
初
め
て
の
開
催
と
な
る
陶
芸

教
室
で
は
、「
わ
ら
べ
工
房
（
田
尻
）」

の
黒
蕨
先
生
を
講
師
に
招
き
開
催
し
ま

す
。

　

手
作
り
の
フ
リ
ー
カ
ッ
プ
作
製
や
、

器
へ
の
絵
付
な
ど
、
世
界
に
一
つ
だ
け

の
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
日
時

　

４
月
１
日
（
日
）
10
時
～
15
時

▽
大
阪
で
過
ご
し
た
大
学
生
時

代
、
実
家
か
ら
の
仕
送
り
に
は
、

米
や
野
菜
と
共
に
、
島
美
人
や
島

娘
を
一
緒
に
送
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
、
芋
焼
酎
は
マ
イ

ナ
ー
な
飲
み
物
で
し
た
が
、
徐
々

に
認
知
さ
れ
、
大
学
生
活
後
半
で

は
、
駅
前
の
居
酒
屋
の
シ
ョ
ー

ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
「
島
美
人
」
の
ボ

ト
ル
が
並
ん
だ
の
を
発
見
し
た

時
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

巻
末
の
『
長
島
美
人
』
の
取
材

の
際
、
長
山
社
長
は
「
昔
は
島
外

へ
の
仕
送
り
な
ど
贈
り
物
を
送
る

時
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
２
合
ボ
ト

ル
の
島
美
人
を
入
れ
て
送
っ
て
い

た
と
聞
く
。
当
時
、
長
島
研
醸
に

は
営
業
部
門
は
無
か
っ
た
が
、
島

民
の
皆
さ
ん
が
、
島
美
人
の
営
業

の
一
つ
を
担
い
宣
伝
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
島
民
の

皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
も
成
長
す
る
企
業
と
な
り

た
い
」と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
発
売
さ
れ
る
『
長
島
美

人
』
は
長
島
で
作
ら
れ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
「
紅
さ
つ
ま
・
紅
は
る
か
・

黄
金
千
貫
・
白
ゆ
た
か
・
白
さ
つ

ま
」
の
５
種
類
と
新
米
「
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
」
な
ど
で
作
っ
た
「
オ
ー
ル

長
島
」
の
焼
酎
。
早
く
飲
ん
で
み

た
い
も
の
で
す
。　
（
濵
田
将
尚
）

平成 30年２月 28 日現在
(　) 内は前月比

土
に
触
れ
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

花
フ
ェ
ス
タ
で
陶
芸
教
室
を
初
開
催

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
場
所

　

花
フ
ェ
ス
タ
会
場
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

※
雨
天
時
は
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

○
講
師

　

わ
ら
べ
工
房　

黒
蕨
先
生

○
参
加
費

・
フ
リ
ー
カ
ッ
プ
作
成

　

１
０
０
０
円

・
絵
付

　

１
５
０
０
円

○
そ
の
他

　

予
約
が
必
要
で
す
。

　

送
料
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

花
フ
ェ
ス
タ
事
務
局
（
役
場
景
観
推
進
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］
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島
民
に
愛
さ
れ
続
け
て
50
年

　

昭
和
42
年
２
月
に
、
町
内
の
酒
造
会

社
５
社
の
共
同
瓶
詰
と
販
売
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
「
長
島
研
醸
有
限
会

社
」
が
50
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

同
社
設
立
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
統
一

銘
柄
「
さ
つ
ま
島
美
人
」
は
今
で
も
長

島
町
民
か
ら
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
こ
の
節
目
の
年
を
記
念

し
て
、「
長
島
町
産
サ
ツ
マ
イ
モ
」
５

種
類
に
「
長
島
町
産
米
」
の
米
麹
と
長

島
町
産
の
原
料
を
使
っ
た
記
念
焼
酎
を

製
造
し
ま
し
た
。

　

長
島
の
５
つ
の
蔵
の
結
晶
は
「
長
島

美
人
」
と
し
て
３
月
下
旬
ご
ろ
に
出
荷

さ
れ
、
島
内
の
酒
販
店
で
の
み
限
定

３
０
０
０
本
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

長
山
正
盛
代
表
取
締
役
は
「
こ
の
50

年
、
島
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
こ
こ

ま
で
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
長
島
を
大
切
に
し
て
い
き
、
島

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
成
長
し
て
い
こ
う

と
い
う
気
持
ち
を
込
め
『
長
島
美
人
』

と
名
前
を
付
け
た
」
と
50
年
の
感
謝
と

長
島
美
人
へ
の
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

設
立
50
年
を
記
念
し
て
、
限
定
焼
酎
を
販
売



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１８４

１３ １４８ １１ １２

２０ ２１１５ １６ １８ １９

２７ ２８２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２９ ３０

６５

１７

９ １０

３ ４ ７

５/4 ５/5

１ ２

５/1  ５/2  ５/3

○平尾診療所 88-2595
○福元医院 67-3200
○東医院 67-1861
○阿久根眼科 72-0040
○ちゃえん歯科 67-2325
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（1歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○高尾野診療所 82-0017
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○林胃腸科外科 73-3639
○塩山歯科医院 62-2634
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○来仙医院 84-2005
○楠元内科医院 62-8600
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○金子歯科医院 63-2150
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

◎母子相談（2カ月）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○吉井中央病院 62-3111
○市川医院 63-3151
○有村産婦人科・内科 73-4180
○はしぐち歯科クリニック 62-8241
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

昭和の日

○飯尾医院 88-5040
○クリニック .なかむら 62-0241
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○上園医院 73-1055
○おてき歯科医院 63-0393
◇二宮医院 62-0167

振替休日

○平尾診療所 88-2595
○つかさとクリニック 67-5560
○荘記念病院 82-3113
○内山病院 73-1551
○福原歯科医院 63-2501

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●４月 29日は昭和の日です。
　昭和の日は「激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思い
をいたす」ことを趣旨としています。


